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人口動態
キルギスの生産年齢

男性：１６－６２歳

女性：１６－５７歳

総人口 就労者数 生産年齢人口

（千人）

出典：国家統計委員会（２０２４年、２０２５年）

３－１ 人口（人口推移及び年代別人口）
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出典：国家統計委員会（２０２５年）

３－１ 人口（地域別）
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➢ 都市（city, город）及び村（village,село）で区分。
都市人口

３５．１％
(２５５８)

村落人口

６４．９％
(４７２３)

都市及び村落部の人口（２０２５年）
（千人）
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キルギス

７７．８％

ウズベク

１４．２％

ロシア

３．８％

ドンガン

１．０％

タジク

０．９％

ウイグル

０．５％ その他

１．８％

民族構成

２０２５年総人口：７２８万人

出典：国家統計委員会（２０２５年）

➢ ウズベク系は特に南部に多く、
地域によっては多数派を占める。
旧ソ連時代には民族自治を求める運動も。

➢ ロシア系は独立前後は約９０万人が
キルギスに居住し、人口の約２０％を占めていたが、
その後ロシアへの移民が相次ぎ、
現在も人口は減少傾向にある。

➢ ドンガン人とは、１９－２０世紀にかけて当時の清朝支配
地域から現在の中央アジア地域に移住した中国系ムス
リム民族。

➢ 中央アジアには１９３７年に極東ロシアから
スターリンによって強制移住させられた
朝鮮系民族が多数居住しており、
「コリョ・サラム（高麗人）」と呼称。
キルギスには１万７０００人が居住。
独立後は韓国とのつながりが強い。

３－１ 人口（民族構成）
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【キルギスの教育制度】
●キルギスの教育制度は旧ソ連のシステムを引継ぎ、ロシアと同様に１１年制を採用してきたが、２０２５年９月から１２年制への移行が決定された。
●高等教育については、２０１２年から「学士・修士・博士」を基礎とした欧米標準システムに移行。
●２０２５年５月１２日より、教育・科学省及び内閣付属知的所有権・技術革新庁が、文部省（学校と就学前教育を担当）及び科学・高等教育・革新省に改組された。

下の2つの機関に改組され
就学年数 年齢
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3 8 / 9
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教

育

(

９

年

)

初等教育（１～６年生：６年間）
【シュコーラ、ギムナジウム、リツェイ】*1

前期中等教育（７～９年生：３年間）
【シュコーラ、ギムナジウム、リツェイ】

後期中等教育（１０～１２年生：３年間）
【シュコーラ、ギムナジウム、リツェイ】*3

高等教育（４年間）
【大学（学部）】*4

中等専門教育（３年間）
【カレッジ、専修学校】*2 *3

修士課程（２年間）
【大学院】

博士課程（２年間）
【大学院】

出典：キルギス共和国文部省ＨＰ（２０２５年）他

３－２ キルギスの教育制度

*1 「シュコーラ」は一般的なカリキュラムを学ぶのに対し、「ギムナジウム」、「リツェイ」はより高度な教育カリキュラムが組まれている（文系、理系、技術系等）。

*2 「カレッジ」は医学、経済学、法学、情報科学等分野別なのに対し、「専修学校」は調理、自動車技師等各職業に直結する技術習得のためのカリキュラムが組まれている。
*3 後期中等教育課程及び中等専門教育課程修了後，卒業証書（Attestat）が授与される。右証書がないと大学進学は不可。
*4 大学進学のためにはＯＲＴ（全国一斉試験。年１回）を受験する必要があり、本人の志望とＯＲＴの成績を踏まえて進学先が決まる。
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出典：世界銀行（２０２４年）

３－３ 平均給与（平均給与の推移）

202 
228 234 229 

209 

212 
228 239 247 245 

228 

316 

360 

414 

9 304 
10 726 11 341 12 285 

13 483 14 847 15 670 16 427 
17 232 

18 940 19 330 

26 540 

31 604 

36 047 

0

5 000

10 000

15 000

20 000

25 000

30 000

35 000

40 000

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

給与（米ドル ） 給与（ソム）

平均給与（月額）

（米ドル） （ソム）

*per capita=国民一人当たりの数値
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（注）米ドル額は国家統計委員会の
公表する為替年平均により換算し
たもの。
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出典：国家統計委員会（２０２５年）

３－３ 平均給与（職種別、地域別平均給与）
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職種 ソム 米ドル

農林水産業 ２７，７５７ ３１７

鉱業 ７３，５３２ ８４１

製造業 ６３，０８３ ７２１

電気・ガス等 ５４，０６５ ６１８

建設業 ５０，４０７ ５７６

卸売・小売業（車修理を含む） ４７，３８５ ５４２

運輸・倉庫 ５３，７５６ ６１５

宿泊・飲食サービス ３４，３９６ ４０５

情報・通信 ７４，８０１ ８５５

金融・保険 ７７，１４５ ８８２

教育 ２６，２３５ ３０９

職種別平均給与（２０２５年５月）

（ソム）
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３－４ 失業率（全体推移及び年齢階層別）

(％)
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➢ ビシュケクにはキルギス国内から仕事を求めて移住してきた
「国内移民」が多数存在し、都市部の失業率を押し上げる要因となっている。

３－４ キルギスの社会動向：失業率（州・市別失業者数）

出典：国家統計委員会（２０２４年）(c)在キルギス日本国大使館 Copyright(c) 2025 Embassy of Japan in the Kyrgyz Republic. All rights reserved.
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出典：国家統計委員会(２０２５年)
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中央アジア各国比較(２０２３年)

出典：UN IGME２０２３年
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（１日あたりの支出額が１．９ドル未満）

キルギス カザフスタン タジキスタン ウズベキスタン

いずれも公開情報分。
トルクメニスタンの貧困率はN/A。
ウズベキスタン及びタジキスタンの貧困率データはＡＤＢのもの。
（タジキスタンのデータは２０２２年のものが最新。）
カザフスタンの貧困率データはユーラシア経済委員会のもの。
出典：ＡＤＢ、ユーラシア経済委員会、国家統計委員会（２０２５年）

３－６ 貧困率

（%）

29,8

36,1
38,1

48,1

30,9
26,6

20,4

32,4

13,9

23,2
25,7

32,9
36

44

28,3

21,7 19,8
23,4

7,6

19,9

0,0

10,0

20,0

30,0

40,0

50,0

60,0

州・特別市毎の貧困率（２０２３年～２０２４年）

2023年 2024年

（%）

(c)在キルギス日本国大使館 Copyright(c) 2025 Embassy of Japan in the Kyrgyz Republic. All rights reserved.

（年）


	Слайд 1, キルギス共和国概況 社会動向編
	Слайд 2, 目次
	Слайд 3
	Слайд 4
	Слайд 5
	Слайд 6
	Слайд 7
	Слайд 8
	Слайд 9
	Слайд 10
	Слайд 11
	Слайд 12
	Слайд 13

